
平成27年度 第1回 岡山県道路交通渋滞対策部会

日時：平成 27 年 10 月 2 日(金）

15:30 ～ 17:00

場所：岡山国道事務所 3 階会議室

会 議 次 第

１．開会

２．会長あいさつ

３．議事

（１）主要渋滞箇所の対策に係る基本方針の確認

（２）モニタリングの実施結果

（３）岡山県における渋滞対策の検討

４．閉会



- 1 -

平成２７年度 第１回岡山県道路交通渋滞対策部会

出席者名簿

所 属 氏 名 出欠 代理出席者

役 職 名

国土交通省中国地方整備局

企画部 広域計画課長 和田昌也 ×
わ だ ま さ や

建政部 都市・住宅整備課長 島村泰彰 ×
しまむらやすあき

道路部 道路計画課長 岡本雅之 ×
おかもとまさゆき

道路部 地域道路課長 田中俊彦 ×
た な か と し ひ こ

道路部 交通対策課長 安野 聡 ○
や す の さ と し

岡山国道事務所

事務所長（会長） 池田裕二 ○
い け だ ゆ う じ

計画課長 山下英夫 ○
や ま し た ひ で お

交通対策課長 田中弘司 ○
た な か こ う じ

国土交通省中国運輸局

交通政策部 環境・物流課長 川谷晴彦 ×
かわたにはるひこ

岡山運輸支局 首席運輸企画専門官 神宝 博 ○
し ん ぽ う ひ ろ し

岡山県

土木部 道路建設課長（副会長） 中 山 基 隆 ○
なかやまもとたか

土木部 道路整備課長 鈴木正人 ○
す ず き ま さ と

土木部 都市計画課長 樋之津和宏 × 都市計画課 主任 三浦貴博
ひ の つ か ず ひ ろ み う ら たかひろ

岡山県警察本部

交通規制課長 中村道範 × 交通管制官 水野武人
なかむらみちのり みず の たけ と

岡山市

審議監（都市・交通・公園担当） 石田尚昭 ○
い し だ な お あ き

審議監（土木施設担当） 桐野眞二 ○
き り の し ん じ

倉敷市

都市計画部長 岸本安正 ○
きしもとやすまさ

土木部長 平松佳樹 ○
ひ ら ま つ よ し き

西日本高速道路株式会社

中国支社 企画調整課長 細田英樹 ○
ほ そ だ ひ で き

本州四国連絡高速道路株式会社

岡山管理センター 計画課長 後藤 敦 ○
ご と う あ つ し



岡
山
国
道
事
務
所
長

岡
山
県

土
木
部

道
路
建
設
課
長

岡
山
国
道
事
務
所

計
画
課
長

岡山県 土木部
道路整備課長

岡山市 審議監
(都市・交通・公園担当）

岡山市 審議監
（土木施設担当）

倉敷市
都市計画部長

倉敷市
土木部長

岡山県警察本部
交通規制課長

西日本高速道路株式会社
中国支社 企画調整課長

中国運輸局 岡山運輸支局
主席運輸企画専門官

本州四国連絡高速道路株式会社
岡山管理センター 計画課長

岡
山
国
道
事
務
所

交
通
対
策
課
長

平成27年度 第1回 岡山県道路交通渋滞対策部会 配席表

記
者
席

岡山県 土木部 都市局
都市計画課長

中国地方整備局
道路部 交通対策課長



平成27年度
第1回 岡山県道路交通渋滞対策部会

平成27年10月2日（金）

岡山県道路交通渋滞対策部会



1. これまでの検討経緯
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これまでの検討経緯
平成25年1月に「主要渋滞箇所（現在71箇所）」を公表しました。
渋滞対策の基本方針（案）の設定、フォローアップを実施してきました。

H24.7.10 平成24年度 第1回渋滞部会

H24.10.31 平成24年度 第2回渋滞部会

H24.11.16～30 パブリックコメント

H24.12.25 平成24年度 第3回渋滞部会

H25.1.25 主要渋滞箇所の公表

最新の渋滞関係データの共有

主要渋滞箇所の素案を選定

道路利用者の皆様から意見収集

主要渋滞箇所の特定 【ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀ：H23.8～H24.7】

こ
れ
ま
で
の
検
討
経
緯

H27年10月 渋滞部会の開催

対策の進捗状況の確認
最新データによるフォローアップ

主要渋滞箇所の指定解除等の方針 等

H25.6.27 平成25年度 第1回渋滞部会
渋滞対策の基本方針(案)について議論

H26.6.26 平成26年度 第1回渋滞部会
対策の基本方針の確認

フォローアップ実施(H25年度点検)
【プローブデータ：H25.4～H25.8】

◇対策検討のマネジメントサイクル

道路交通渋滞対策部会における議論

※部会構成主体：国、地方公共団体、県警本部 等

最新交通データによる渋滞状況の検証

～民間プローブデータの収集・分析等～

地域の交通状況に対する
専門的見地からの検証

～データ精査・現地確認等の実施～

地域・道路利用者の声

岡山県の主要渋滞箇所の特定

○地域の課題を共有することにより議論を促進

○渋滞対策の立案・実施

（道路管理者が実施する対策、他機関の実施施策との連携、

道路利用者の参画による対策 等）

ソフト・ハードを含めた対策の検討・実施

◇継続的フォローアップのスケジュール

1.これまでの検討経緯



2. 主要渋滞箇所における対策の実施・検討状況
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2.1 主要渋滞箇所及びＨ２６年度供用箇所

2.2 対策の実施・検討状況

2.3 主要渋滞箇所カルテの作成
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2.1 主要渋滞箇所及びＨ２６年度供用箇所

エリア：都市部等、混雑区間・箇所が面的に
広がっており、複数路線に跨り複数
の主要渋滞箇所を含む区域

区 間：交差点等が連担するなど、速度低下
箇所が連続しており、複数の主要渋
滞箇所を含む区間

岡山市
岡山エリア

倉敷エリア

鳥
取
自
動
車
道

中国自動車道

山陽自動車道

米子自動車道

瀬戸中央自動車道

兵庫県

鳥取県

広島県

県道長屋賀陽線
田津バイパス

平成26年12月5日
L=2.0km開通

県道寒河本庄岡山線
平成26年11月25日

L=2.5km開通

県道倉敷笠岡線
平成26年10月1日

L=0.9km開通

県道宇戸谷高梁線
平成26年8月28日

L=0.6km開通

主要渋滞箇所として71箇所（一般道路）を特定しています。
＜箇所内訳＞ 岡山市：42、倉敷市・早島町：15、総社市：3、笠岡市・浅口市・里庄町：5、津山市：4、その他：2（赤磐市：1、備前市：1）

岡山県内で主要渋滞箇所が多く分布している圏域について対応方針を作成しています。

◇岡山県内の主要渋滞箇所

倉敷市
早島町

笠岡市
浅口市
里庄町

総社市

津山市

２エリア ８区間

１５箇所

集約されるエリア数 集約される区間数 箇所数

※３４箇所が含ま
れる

※２２箇所が含ま
れる

主要渋滞箇所数

７１箇所

凡 例

＜主要渋滞箇所＞

箇所

区間

エリア

＜道路種別＞

高速道路

一般県道以上

市町村道

主な工場等

主な大規模商業施設

国道2号玉島・笠岡道路（Ⅰ期）
平成27年3月29日

L=4.5km開通

2. 主要渋滞箇所における対策の実施・検討状況



7

2.2 対策の実施・検討状況 2. 主要渋滞箇所における対策の実施・検討状況

岡山環状道路で囲まれる地域内の主要渋滞箇所は交通分散による将来的な渋滞緩和が期待されます。
このため、短期で実施可能なハード対策、ソフト対策を中心に検討します。

◇主要渋滞箇所の対策実施・検討状況（岡山地区）

岡山JCT

岡山IC

岡山総社IC

倉敷JCT

早島IC

岡山市役所

早島町役場

高松稲荷

板倉

岡山市北区楢津

矢坂大橋南詰

谷万成

津島京町

首部橋西
伊島北町

津島

清心町

番町

桜橋東詰

昭和町

厚生町
大供

新京橋西 門田屋敷

古京

原尾島

十日市中
青江南

青江

米倉

庭瀬 久米

西長瀬

大樋橋西

古新田

妹尾西

荒田

松島

早島中

加須山

羽島

大島

笹ヶ瀬橋

BP福富

東岡山駅踏切

雄町

宍甘

十日市

日赤北

芳泉高校入口

吉備SIC

2

2

180

180

53

30

180

429

250

至

兵
庫
県

妹尾駅

至 津山

内山下

岡山駅

53

2

百間川橋

岡山港

岡山県庁

岡大入口東

（県）早島松島線
4車線化

岡山環状
南道路

（県）吉備津松島線
4車線化

（都）下中野
平井線

（主）岡山赤穂線

総社・一宮バイパス

交差点
改良 交差点

改良

交差点
改良

凡例

商業系地域

住居系地域

工業系地域

※H23年度

主要渋滞箇所
【凡例】

主要渋滞箇所

凡例[主要渋滞箇所]

大樋橋西 抜本対策実施中

妹尾西 短期対策検討中

岡山環状道路
で囲まれる地域

交差点
立体化
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2.3 主要渋滞箇所カルテの作成 2. 主要渋滞箇所における対策の実施・検討状況

主要渋滞箇所について、渋滞の要因把握を目的に「主要渋滞箇所カルテ」を作成しました。
交通基礎データと現地踏査を基に、現況の交通状況の把握と渋滞の要因分析・対策の立案を行いました。
なお、カルテは定期なデータ更新や整理項目の見直しを行っていく予定です。

▲道路交通状況・渋滞発⽣状況の整理
主な整理内容

• 交通量（交通量調査結果）
• 渋滞⻑（渋滞⻑調査結果）
• 渋滞発⽣状況（現地踏査）
• 平均旅⾏速度（プローブデータ）
• 道路構造（H22センサス・現地踏査）

▼渋滞要因分析・対策⽴案

主な整理内容
• 渋滞発⽣メカニズム（現地踏査）
• 渋滞発⽣メカニズムに基づく対策の⽴案

（短期的対策・⻑期的対策）



3. 主要渋滞箇所のフォローアップ
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3.1 最新データによる点検結果

3.2 主要渋滞箇所選定基準の非該当箇所の状況確認

H26点検 H27点検

データ種別 プローブデータ

集計期間
H25.4～H25.8
※高松稲荷：H25年1月1日～10日

H26.4～H26.9
※高松稲荷：H26年1月1日～10日

点検の使⽤データ



H24
選定

H26
点検

H27
点検

H26
点検

H27
点検

H24
選定

H26
点検

H27
点検

H26
点検

H27
点検

1 妹尾西 岡山国道事務所 一般国道２号 4 12 16 18 17 ● ● 36 古京 岡山市 一般国道２５０号 3 9 21 26 25 ● ●

2 古新田 岡山国道事務所 一般国道２号 4 12 26 30 30 ● ● 37 荒田 岡山市 岡山児島線 3 9 23 21 24 ● ●

3 大樋橋西 岡山国道事務所 一般国道２号 4 12 30 30 31 ● ● 38 羽島 岡山県 倉敷玉野線 3 9 18 17 20 ● ●

4 番町 岡山国道事務所 一般国道５３号 4 12 37 46 42 ● ● 39 高松稲荷 岡山国道事務所 一般国道１８０号 3 9 21 19 23 ● ●

5 昭和町 岡山市 いずみ町青江線 4 12 25 22 27 ● ● 40 笹ヶ瀬橋 岡山国道事務所 一般国道３０号 3 9 11 7 11 × ●

6 早島中 岡山国道事務所 一般国道２号 4 12 16 19 25 ● ● 41 芳泉高校入口 岡山国道事務所 一般国道３０号 4 12 21 24 25 ● ●

7 大島 岡山県 一般国道４２９号 4 12 34 34 36 ● ● 42 倉敷駅前 岡山県 一般国道４２９号 3 9 33 33 36 ● ●

8 厚生町 岡山市 岡山児島線 4 12 32 33 37 ● ● 43 北浜 岡山県 倉敷清音線 4 12 13 4 8 × ×

9 清心町 岡山国道事務所 一般国道５３号 4 12 36 37 38 ● ● 44 浜ノ茶屋北 岡山県 市道 4 12 28 27 29 ● ●

10 伊島北町 岡山国道事務所 一般国道５３号 3 9 13 13 12 ● ● 45 西長瀬 岡山国道事務所 一般国道１８０号岡山西BP 4 12 39 39 44 ● ●

11 老松西 岡山県 一般国道４２９号 4 12 29 30 33 ● ● 46 首部橋西 岡山国道事務所 一般国道５３号 4 12 14 12 12 ● ●

12 中島 岡山県 一般国道４２９号 4 12 29 32 35 ● ● 47 伊部東 岡山国道事務所 一般国道２号 4 12 12 11 12 × ●

13 日赤北 岡山国道事務所 一般国道２号 4 12 23 32 35 ● ● 48 十日市 岡山国道事務所 一般国道２号 3 9 11 2 10 × ●

14 門田屋敷 岡山市 一般国道２５０号 4 12 30 31 31 ● ● 49 川辺橋西 岡山県 一般国道４８６号 4 12 19 19 20 ● ●

15 津島 岡山国道事務所 一般国道５３号 4 12 27 30 34 ● ● 50 浜中 岡山国道事務所 一般国道２号 3 9 12 12 13 ● ●

16 松島 岡山県 岡山倉敷線 4 12 27 28 28 ● ● 51 手ノ際 岡山国道事務所 一般国道２号 4 12 12 12 13 ● ●

17 青江南 岡山国道事務所 一般国道２号 3 9 23 27 23 ● ● 52 佐方 岡山国道事務所 一般国道２号 4 12 15 11 22 × ●

18 十日市中 岡山市 岡山港線 3 9 32 32 25 ● ● 53 東総社駅西 岡山国道事務所 一般国道１８０号 3 9 19 13 19 ● ●

19 津島京町 岡山国道事務所 一般国道５３号 3 9 14 11 15 ● ● 54 溝口 岡山国道事務所 一般国道１８０号 3 9 11 14 16 ● ●

20 谷万成 岡山国道事務所 一般国道１８０号 3 9 13 18 19 ● ● 55 原尾島 岡山市 一般国道２５０号 3 9 14 12 12 ● ●

21 大高 岡山県 福田老松線 4 12 39 41 40 ● ● 56 東岡山駅踏切 岡山市 東岡山御津線 3 9 13 13 15 ● ●

22 川辺橋東 岡山県 一般国道４８６号 4 12 36 36 36 ● ● 57 雄町 岡山市 今在家東岡山停車場線 4 12 15 13 13 ● ●

23 庭瀬 岡山市 妹尾吉備線 4 12 33 34 34 ● ● 58 岡山市北区楢津 岡山国道事務所 一般国道１８０号 2 6 21 17 12 ● ●

24 岡大入口東 岡山国道事務所 一般国道５３号 3 9 14 19 21 ● ● 59 矢坂大橋南詰 岡山国道事務所 一般国道１８０号 3 9 26 19 19 ● ●

25 宍甘 岡山市 一般国道２５０号 3 9 14 17 17 ● ● 60 大供 岡山国道事務所 一般国道２号 4 12 36 37 38 ● ●

26 唐船 岡山国道事務所 一般国道２号 4 12 32 27 19 ● ● 61 百間川橋 岡山市 一般国道２５０号 4 12 13 15 11 ● ×

27 内山下 岡山市 岡山吉井線 4 12 33 21 37 ● ● 62 加須山 岡山国道事務所 一般国道２号 4 12 21 21 23 ● ●

28 下市 岡山県 岡山吉井線 4 12 31 41 47 ● ● 63 桜橋東詰 岡山市 鹿田町旭東町線 4 12 29 24 26 ● ●

29 新京橋西 岡山国道事務所 一般国道２号 4 12 34 38 41 ● ● 64 津山インター 岡山国道事務所 一般国道５３号 3 9 15 15 14 ● ●

30 西ノ浜 岡山国道事務所 一般国道２号 3 9 12 12 12 ● ● 65 中原橋西詰 岡山市 岡山吉井線 4 12 13 13 15 ● ●

31 板倉 岡山国道事務所 一般国道１８０号 3 9 29 28 29 ● ● 66 鴨方踏線橋 岡山国道事務所 一般国道２号 3 9 12 13 13 ● ●

32 米倉 岡山国道事務所 一般国道２号 4 12 18 20 21 ● ● 67 高梁川橋東詰合流点 岡山国道事務所 一般国道２号 2 6 6 8 6 ● ●

33 BP福富 岡山国道事務所 一般国道２号 4 12 13 13 19 ● ● 68 高梁川橋西詰合流点 岡山国道事務所 一般国道２号 2 6 9 12 13 ● ●

34 久米 岡山市 妹尾御津線 4 12 29 28 31 ● ● 69 南町 岡山国道事務所 一般国道５３号 4 12 19 24 27 ● ●

35 青江 岡山国道事務所 一般国道２号 4 12 18 24 25 ● ● 70 津山駅前 岡山国道事務所 一般国道５３号 3 9 23 23 27 ● ●

71 高野 岡山国道事務所 一般国道５３号 4 12 19 19 19 ● ●

番号 交差点名称 道路管理者 主道路 支線数
選定
基準

旅行速度低下時
間数

判定

番号 交差点名称 道路管理者 主道路 支線数
選定
基準

旅行速度低下時
間数

判定

3.1 最新データによる点検結果

10

3. 主要渋滞箇所のフォローアップ

：H27点検で基準非該当箇所
※H26旅行速度はH25.4～8、H27旅行速度はH26.4～9のプローブデータで集計 ※旅行速度が20km/h以下となる時間帯数が、1流入方向につき3時間以上となる交差点を主要渋滞箇所に選定

最新データによる点検（H27点検）の結果、主要渋滞箇所の選定基準に該当しないのは、「北浜」、「百
間川橋」の2箇所です。
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最新データによる確認（H27点検）では、「北浜交差点」は主要渋滞箇所の選定基準非該当ですが、選
定基準の20km/h付近で変動しているため、引き続き経過観察とします。

3.2 主要渋滞箇所選定基準の非該当箇所の状況確認①

◆「北浜交差点」の流入速度

箇所名 市区町村 支線数
選定基準
(時間数)

速度低下時間数
（●：選定基準該当）

H24
選定

H26
点検

H27
点検

北浜 倉敷市 4 12 13(●) 4 8

▼北浜交差点の旅行速度

 H26点検からH27点検にかけて速度低下時間数は増加。
 特に方向①・②における旅行速度は20km/h前後で推移し、

顕著な改善傾向は見られない。
 前回から速度低下時間数が増加している状況も鑑み、今

後も継続して経過を観測するものと位置付ける。

方向①

方向②

方向③

方向④

北浜

11

方向①

方向③

方向②

方向④

速度低下時間数 1→1→3

速度低下時間数 0→0→0

速度低下時間数 5→3→5

速度低下時間数 7→0→0

19.6

20.9

19.3

20.8

19.0

20.5

19.0

20.5

km/h

km/h km/h

km/h

3. 主要渋滞箇所のフォローアップ

2

H23.8～H24.7
H25.4～H25.8
H26.4～H26.9

H23.8～H24.7
H25.4～H25.8
H26.4～H26.9

H23.8～H24.7
H25.4～H25.8
H26.4～H26.9

H23.8～H24.7
H25.4～H25.8
H26.4～H26.9

※ H24旅行速度はH23.8～H24.7
H26旅行速度はH25.4～H25.8
H27旅行速度はH26.4～H26.9 のプローブデータで集計
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方向①

方向③

方向②

方向④

速度低下時間数 0→0→0

速度低下時間数 2→2→0

速度低下時間数 11→12→11

速度低下時間数 0→1→0

方向①方向②

方向③

方向④

◆「百間川橋交差点」の流入速度

22.9

19.7

21.2

18.5

21.6

18.5
増加

22.8

19.9

百間川橋

▼百間川橋交差点の旅行速度

12

km/h km/h

km/hkm/h

3. 主要渋滞箇所のフォローアップ

2

最新データによる確認（H26点検）では、「百間川橋交差点」は主要渋滞箇所の選定基準非該当ですが、
選定基準の20km/h付近で変動しているため、引き続き経過観察とします。

H23.8～H24.7
H25.4～H25.8
H26.4～H26.9

H23.8～H24.7
H25.4～H25.8
H26.4～H26.9

H23.8～H24.7
H25.4～H25.8
H26.4～H26.9

H23.8～H24.7
H25.4～H25.8
H26.4～H26.9

箇所名 市区町村 支線数
選定基準
(時間数)

速度低下時間数
（●：選定基準該当）

H24
選定

H26
点検

H27
点検

百間川橋 岡山市中区 4 12 13(●) 15(●) 11

※ H24旅行速度はH23.8～H24.7
H26旅行速度はH25.4～H25.8
H27旅行速度はH26.4～H26.9 のプローブデータで集計

3.2 主要渋滞箇所選定基準の非該当箇所の状況確認②
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4. 岡山県における渋滞対策の検討

4.1 各地区における渋滞対策

4.2 渋滞対策検討・実施事例

4.3 既存の道路空間を活用した渋滞対策検討方針（案）

4.4 ビッグデータを活用した渋滞対策の検討事例



（1）直轄事業

4. 岡山県における渋滞対策の検討4.1 各地区における渋滞対策（岡山地区）

14
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（2）岡山市事業①

4.1 各地区における渋滞対策（岡山地区） 4. 岡山県における渋滞対策の検討
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（3）岡山市事業②

4.1 各地区における渋滞対策（岡山地区） 4. 岡山県における渋滞対策の検討



（4）岡山県・岡山市事業①

4.1 各地区における渋滞対策（岡山地区） 4. 岡山県における渋滞対策の検討

17



（5）岡山県・岡山市事業②

4.1 各地区における渋滞対策（岡山地区） 4. 岡山県における渋滞対策の検討

18



（6）直轄事業

4.1 各地区における渋滞対策（倉敷地区） 4. 岡山県における渋滞対策の検討

19
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（7）直轄事業

4.1 各地区における渋滞対策（笠岡・鴨方地区） 4. 岡山県における渋滞対策の検討
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（8）直轄事業

4.1 各地区における渋滞対策（総社地区） 4. 岡山県における渋滞対策の検討



2222

3.2.(1)国道2号玉島・笠岡道路（Ⅰ期）周辺の状況変化①

22

3. 主要渋滞箇所のフォローアップ

（1）一般国道2号玉島・笠岡道路（Ⅰ期）①

4.2 渋滞対策検討・実施事例 4. 岡山県における渋滞対策の検討

国道2号玉島・笠岡道路はH27年3月29日に玉島西IC～浅口金光IC間（L＝4.5km）が開通しました。
国道2号現道等からの交通が着実に転換し、開通直後から渋滞解消等の整備効果が現れています。

▼整備効果

■渋滞の緩和・解消
国道2号の主要渋滞箇所である唐船交差点、佐方交差
点の渋滞が緩和・解消。

■事故発生時の代替路として機能
国道2号現道で発生した通行規制時（交通事故）に玉島・笠岡道路が代替路として機能。

▼位置図

【写真①】開通後の状況 H27.4.8（⽔）

【写真②】開通後の状況 H27.4.8（⽔）

【凡例】
⾼速⾃動⾞道
⼀般国道
主要地⽅道
県道
市道
事業中区間
都市計画道路
主要渋滞箇所

⽔⽟ブリッジライン

9
29

193

358

204

113 103 119

9 35

147
191

133
106

124
103

0

100

200

300

400

 4-5  5-6  6-7  7-8  8-9  9-10  10-11  11-12
(時間帯)

国道2号(現道)の交通事故発⽣時における⽟島・笠岡道路(Ⅰ期)の交通量(上り)の変化

交
通
量[

台
／
時]

：通常時 H27.4.7(⽕)

【凡例】

：国道２号⽚側交互通⾏時

国道２号(現道)の通⾏規制時に
⽟島・笠岡道路(Ⅰ期)が

代替路として機能しました。

約1.5倍約1.3倍

⽚側交互通⾏規制
6:36〜8:33(約2時間)

約1.9倍
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唐船交差点では、（県）水島港唐船線で渋滞は大幅に改善したものの、流入速度は20km/h付近で変動しているため、
引き続き経過観察とします。

引き続き、長期間データでの点検及び詳細な状況分析を実施し、主要渋滞箇所の指定解除を検討します。

3. 主要渋滞箇所のフォローアップ3.2.(1)国道2号玉島・笠岡道路（Ⅰ期）周辺の状況変化②

位置図

国道2号⽟島・笠岡道路（Ⅰ期）
H27.3.29開通 L=4.5km

唐船

⾄
：
福
⼭
市

⾄
：
岡
⼭
市

唐船

⽅向①（渋滞⻑：1,050m⇒0m）

⽅向③ （渋滞⻑：500m⇒160m）

⽅向② （渋滞⻑：1,240m⇒0m）

⽅向④ （渋滞⻑：100m⇒20m）

⾄
：
岡
⼭
市

⽅向①

⽅向②

⽅向③

⽅向④

全ての時間帯で
20km/hを超過

速度は向上したが、
20km/h以下

データ： プローブデータ（開通前：平成26年4〜9⽉平⽇、開通後：平成27年5⽉平⽇）
渋滞⻑調査結果（開通前：平成26年11⽉26⽇、開通後：平成27年5⽉19⽇）

3.2.(1)国道2号玉島・笠岡道路（Ⅰ期）周辺の状況変化① 3. 主要渋滞箇所のフォローアップ

（1）一般国道2号玉島・笠岡道路（Ⅰ期）②

4.2 渋滞対策検討・実施事例 4. 岡山県における渋滞対策の検討

全ての時間帯で
20km/hを超過
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速度は向上している
ものの、全ての時間
帯で20km/hを下回っ
ている状態
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全ての時間帯で
20km/hを超過

（県）⽔島港唐船線

開通前：H26年4~9⽉平⽇
開通後：H27年5⽉平⽇

※ カッコ内は最⼤渋滞⻑の変化
（開通前⇒開通後）

開通前：H26年4~9⽉平⽇
開通後：H27年5⽉平⽇

※ カッコ内は最⼤渋滞⻑の変化
（開通前⇒開通後）

開通前：H26年4~9⽉平⽇
開通後：H27年5⽉平⽇

※ カッコ内は最⼤渋滞⻑の変化
（開通前⇒開通後）

開通前：H26年4~9⽉平⽇
開通後：H27年5⽉平⽇

※ カッコ内は最⼤渋滞⻑の変化
（開通前⇒開通後）
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3. 主要渋滞箇所のフォローアップ3.2.(1)国道2号玉島・笠岡道路（Ⅰ期）周辺の状況変化②

位置図

国道2号⽟島・笠岡道路（Ⅰ期）
H27.3.29開通 L=4.5km

佐⽅

⾄
：
福
⼭
市

⾄
：
岡
⼭
市

佐⽅

⾄
：
福
⼭
市

⾄
：
福
⼭
市

⾄
：
岡
⼭
市

⽅向①

⽅向②

⽅向③

⽅向④

3.2.(1)国道2号玉島・笠岡道路（Ⅰ期）周辺の状況変化① 3. 主要渋滞箇所のフォローアップ

（1）一般国道2号玉島・笠岡道路（Ⅰ期）③

4.2 渋滞対策検討・実施事例 4. 岡山県における渋滞対策の検討

⽅向①（渋滞⻑：100m⇒10m）

⽅向③ （渋滞⻑：0m⇒0m）

⽅向② （渋滞⻑：0ｍ⇒0m）

⽅向④ （渋滞⻑：40m⇒30m）

全ての時間帯で
20km/hを超過

データ： プローブデータ（開通前：平成26年4〜9⽉平⽇、開通後：平成27年5⽉平⽇）
渋滞⻑調査結果（開通前：平成26年11⽉26⽇、開通後：平成27年5⽉19⽇）

全ての時間帯で
20km/hを超過

流入速度が
20km/h付近で変動

開通前：H26年4~9⽉平⽇
開通後：H27年5⽉平⽇

※ カッコ内は最⼤渋滞⻑の変化
（開通前⇒開通後）

開通前：H26年4~9⽉平⽇
開通後：H27年5⽉平⽇

※ カッコ内は最⼤渋滞⻑の変化
（開通前⇒開通後）

開通前：H26年4~9⽉平⽇
開通後：H27年5⽉平⽇

※ カッコ内は最⼤渋滞⻑の変化
（開通前⇒開通後）

開通前：H26年4~9⽉平⽇
開通後：H27年5⽉平⽇

※ カッコ内は最⼤渋滞⻑の変化
（開通前⇒開通後）

佐方交差点では、国道2号の速度は向上したものの、交差道路の流入速度は20km/h付近で変動しているため、引き
続き経過観察とします。

引き続き、長期間データでの点検及び詳細な状況分析を実施し、主要渋滞箇所の指定解除を検討します。

流入速度が
20km/h付近で変動
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3. 主要渋滞箇所のフォローアップ3.2.(参考)唐船交差点を走行する車両の経路（玉笠道路開通後） 3. 主要渋滞箇所のフォローアップ3.2.(1)国道2号玉島・笠岡道路（Ⅰ期）周辺の状況変化②3.2.(1)国道2号玉島・笠岡道路（Ⅰ期）周辺の状況変化① 3. 主要渋滞箇所のフォローアップ

（参考）唐船交差点を通過する車両の交差点通過時間

4.2 渋滞対策検討・実施事例 4. 岡山県における渋滞対策の検討

 ETC2.0プローブデータを活用して、玉島・笠岡道路開通前後の唐船交差点通過時間変化を把握しました。
上下線の両方向の混雑が緩和され、交差点通過時間の改善が確認されました。

開通前 開通後

玉島・笠岡道路（Ⅰ期）開通前後の国道2号の交差点通過時間の変化

上り（東⽅⾯）
（1,227m）

下り（⻄⽅⾯）
（714m）

上り（東⽅⾯） 上り（東⽅⾯）

国道2号（現道）国道2号（現道）

⾄ ⽔島

⾄

浅
⼝
⾦
光IC

⾄

広
島

⾄ ⾦光

⾄ ⼤阪 ⾄ ⽟島

⾄ ⽔島

⾄

広
島

⾄ ⾦光

⾄ ⼤阪・⽟島

出典： ETC2.0プローブデータ
開通前：H27年2⽉ 1⽇~3⽉27⽇（平⽇平均）
開通後：H27年3⽉30⽇~6⽉30⽇（平⽇平均）
グラフ内のカッコ内の数字はサンプル数

出典： 交通量調査結果（ピーク時 [7時台]）
開通前：H26年11⽉26⽇
開通後：H27年 5⽉19⽇

注)カッコ内の数字は
評価区間延⻑

通過時間[秒]
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注)カッコ内の数字は
評価区間延⻑

通過時間[秒]

【参考】唐船交差点流入交通量変化
（国道2号・ピーク時[7時台]）

上り（東⽅⾯）

下り（⻄⽅⾯）

交通量[台/時]

交通量[台/時]
右折（金光方面）

直進（広島方面）

左折（水島方面）

左折（金光方面）
直進（大阪・玉島方面）
右折（水島方面）5%減

17%減
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5.1 イオンモール岡山開業に伴う渋滞への対策①
5.大型商業施設開業による岡山市

中心市街地の渋滞対策効果の検証

2626

3.2.(1)国道2号玉島・笠岡道路（Ⅰ期）周辺の状況変化①

（2）イオンモール岡山開業に備えた渋滞対策と効果①

4.2 渋滞対策検討・実施事例 4. 岡山県における渋滞対策の検討

■イオンモール岡⼭の出店に伴い想定される交通渋滞等各種問題について、交通管理、道路
管理、公共交通に携わる関係機関が連携して対策の検討を⾏うことを⽬的として設置。

■同協議会では、岡⼭市内中⼼部の交通の安全と円滑に資する的確な対策を図ることを検
討する。

連絡協議会の概要・⽬的

■岡⼭市、岡⼭県、岡⼭国道事務所、岡⼭運輸⽀局
■JR⻄⽇本、岡⼭県バス協会、岡⼭県タクシー協会
■岡⼭中央警察署、岡⼭⻄警察署
■岡⼭⼤学⼤学院 学識経験者
■岡⼭商⼯会議所、イオンモール(株)

岡⼭市中⼼部交通総合対策連絡協議会メンバー

渋滞対策の概要
№ 渋滞対策 渋滞対策の内容

Ａ 周辺の道路⼯事
①市役所筋への右折レーンの設置、②けやき通りの拡幅、③県庁通
り交差点南に横断歩道橋を新設、④地下2階と駅南地下道への接
続、⑤上⽯井岩井線の暫定供⽤開始

Ｂ
⽣活道路の修復
及び交通安全対
策

①⽣活道路の安全点検実施、②安全施設等整備（舗装や路⾯標
⽰）

Ｃ
交通規制等によ
る
交通の円滑化

①交通規制の⾒直し、②バス停前停⽌禁⽌部分の設置、③信号制
御の⾼度化、④緊急⾃動⾞・バス優先システムの構築、⑤横断歩道
の撤去、現⽰の⾒直し

Ｄ ⾞両誘導による
交通の円滑化

①迂回案内標識の設置、②誘導看板の設置、③⾞両誘導員の配
置、
④道路情報板の活⽤

Ｅ

臨時駐⾞場の確
保
※①~④:専⽤駐⾞場、⑤・⑥:

提携駐⾞場（⼟曜・⽇曜・
祝⽇のみ）、⑦・⑧:提携駐
⾞場

①北⻑瀬駅周辺：約2,500台、②児島駅：約200台、③⾼島駅
〜東岡⼭駅間：約80台、④旧イオン岡⼭：約300台、⑤市営⿅
⽥町駐⾞場：約300台、⑥市庁舎構内駐⾞場：約80台、⑦岡⼭
駅⻄⼝付近の提携駐⾞場：約900台（合計）、⑧その他中⼼部
の提携駐⾞場：約400台

Ｆ 公共交通の
利⽤促進

①公共交通の利⽤啓発（広報誌・新聞、チラシ、バス教室等）、②
メディアによる情報提供、③インセンティブの提供（のりのりタッチ、宅配
サービス）、④路線バスの増便、⑤鉄道の利便性の向上（増便、お
でかけパス）、⑥駐⾞場の料⾦設定

Ｇ その他の施策
①⾃転⾞放置禁⽌区間の拡⼤、②バス乗降場の設置、③タクシー
乗降場・待機場の設置、④岡⼭駅から店舗への誘導、⑤ももちゃりの
拡充（イオンモール：34台、その他：56台）

イオンモール岡⼭開業に伴う渋滞対策

 平成26年12月5日、岡山駅近傍にイオンモール岡山が開業しました。

 開業により予想される渋滞への対策を協議するため、平成25年1月に「岡山市中心部交通総合対策連絡協議会」
が発足し、行政と事業者が連携して、様々な渋滞対策の取り組みを実施しました。



5.1 イオンモール岡山開業に伴う渋滞への対策②

2727

5.大型商業施設開業による岡山市

中心市街地の渋滞対策効果の検証5.1 イオンモール岡山開業に伴う渋滞への対策①
5.大型商業施設開業による岡山市

中心市街地の渋滞対策効果の検証3.2.(1)国道2号玉島・笠岡道路（Ⅰ期）周辺の状況変化①

（2）イオンモール岡山開業に備えた渋滞対策と効果②

4.2 渋滞対策検討・実施事例 4. 岡山県における渋滞対策の検討



28

対象者及び調査⽅法 :イオンモール岡⼭来店者への聞き取り(調査員6名)
調査⽇時：平成27年7⽉4⽇（⼟）10：30〜15：00
調査場所：イオンモール岡⼭構内
回答数 :188票

実施⽬的：岡⼭市中⼼部交通総合対策連絡協議会で検討され、実際に実施された渋
滞対策（特に⾃動⾞から公共交通への転換）について、利⽤者の来店⽅法
の変化を促した対策についての実態を把握する。

検討内容：イオンモール岡⼭来場者へのアンケート調査等により渋滞対策の有効性を検証

▲自動車以外の交通手段を選択した理由▲開業直後における来店時の交通手段

44%

26%

30%

N=90

自動車の
選択肢がない

自動車以外の
交通手段

自動車での来店
又は

来店してない

（40）

（23）（ ）内 回答数

（27）

・調査の結果、⾃動⾞以外の交通⼿段で来店した⼈は90名。
・⾃動⾞の選択肢がありながら⾃動⾞以外の交通⼿段で来店した⼈が40名。

・なぜ、来店⽅法において⾃動⾞の選択肢がありながら⾃動⾞を使⽤しなかった
か、アンケート調査により聞き取り。
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（12）

（ ）内 回答数

（10） （2） （1） （1） （0） （1） （1） （0） （5）（13） （5） （1）

・開業直後において「公共交通利⽤啓発（渋滞懸念の報道）、「イオン駐⾞場の料⾦設定」、「臨時駐⾞場の設置」が⾃動⾞利⽤抑制に効果を発揮。
・「公共交通利⽤啓発（渋滞懸念の報道）」のうち、ヒアリングの結果から特に「テレビニュース報道」より情報を得たという声が多かった。

・イオンモール岡⼭において、平成27年9⽉1⽇より駐⾞場料⾦サービスが変更。
※具体的な変更点：イオンモールメンバーズカードをお持ちの⽅は1時間無料、平⽇限定でお買い物に関係なく2時間無料。

⇒ 今後イオン岡⼭周辺地域において、交通状況を確認していく必要がある。

4.2 渋滞対策検討・実施事例 4. 岡山県における渋滞対策の検討

来店者プレ調査実施概要

調査結果(開業直後の交通⼿段)

現在の状況

28



4.3 既存の道路空間を活用した渋滞対策の検討例

29

今後の渋滞対策検討の方針として、
「既存の道路空間を活用した短期対策」を提案する。

今回のデータによるフォローアップ結果（速度低下の方向や時間帯
等）を参考に、各道路管理者で現地の詳細な渋滞状況を把握。

渋滞の

状況把握

昨年度、全ての主要渋滞箇所について、現地確認結果をし、「カルテ」を作成しています。

今後は、カルテをもとに、各道路管理者で現地確認等を実施し、最新かつ詳細な渋滞状況を把握します。

現地確認等を通じて、各道路管理者で渋滞発生要因を把握。渋滞発
生要因は時間帯や流入方向等による状況の相違にも着目しつつ、
「既存の道路空間内での対応可能性」の視点から抽出。

渋滞の

要因把握

「交通容量不足」から踏み込み、交通容量低下の要因を把握します。

これを踏まえて、「信号現示の調整」、「右折レーンの延伸」、「バス停留所の移設」など、短期対策による対応

可能性を検討します。（※次ページ以降参照）

渋滞要因の把握結果を踏まえて、短期対策を実施する主要渋滞箇
所及び関係者間の役割分担を本部会で議論。

短期対策

箇所の選定

4. 岡山県における渋滞対策の検討
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（例1）既存の道路空間を最大限に使用した短期対策（案）

• 岡山駅近傍に位置し、各方向からの交通集
中により全ての流入方向で渋滞が発生。

• 速度低下は日中を通じて発生しており、交
差点流入速度は10～20km/h。

• 沿道駐車場及びコンビニの出入による走
行車両の減速

• バス乗降停車による後続車両の減速

• 自転車通行帯の自転車（歩行者もあり）
による左折車両のブロック

• 右折車両延伸にとる後続の直進・左折車
両の減速

• 既存の道路用地内での短期対策

1. 渋滞の状況

2. 渋滞の要因

3. 渋滞の対策

渋滞対策[案]

・ 沿道駐車場の出入口の移動

・ 沿道コンビニの出入口の移動

・ バス停留所の設置

・ ラバーポール及び進入禁止帯の撤去

による右折車線の延伸

交差点名称 清心町

主道路 国道53号

■対象主要渋滞箇所（例）

渋滞状況 渋滞状況

渋滞要因と対策案

写真Ⅰ 写真Ⅱ

写真① 写真② 写真③ 写真⑤

写真④

写真④

※具体的な対策の立案については、今後関係機関と協議していくものとする。

4.3 既存の道路空間を活用した渋滞対策の検討例 4. 岡山県における渋滞対策の検討
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（例2）既存の道路空間を最大限に使用した短期対策（案）

• 岡山市と総社市の連絡動線上に位置し、
各方面からの交通が集中。

• 速度低下は日中を通じて発生しており、
交差点流入速度は10～20km/h。

• 右折車両の交通容量超過

• 交差点手前のバス停により、付加車線
（直進・左折）の長さが制約

1. 渋滞の状況

2. 渋滞の要因

3. 渋滞の対策

渋滞対策[案]

・ 交差点手前のバス停の移設による付

加車線（直進・左折）の延伸

交差点名称 矢坂大橋南詰

主道路 国道180号

■対象主要渋滞箇所（例）

渋滞状況 渋滞状況

渋滞要因と対策案

渋滞
要因

対策
案

• 現状、交差点手前に設置されているバス停
を越える渋滞（右折）が発生。

• バス停を交差点から離れた位置に移設し、
付加車線（左直）を延伸。

既存の道路用地内で対応

（参考） 矢坂大橋南詰交差点は岡山環状道路の内側に位置す
る。このため、長期的には交通分散により、交通集
中が抜本的に改善される見通し。

• 主道路に沿って右折車が
多く、付加車線（左直）
を越えて右折車が滞留
し、後続の直進・左折車
の通行を阻害

移設後のバス停の位置

現在のバス停の位置

写真Ⅰ 写真Ⅱ

写真①

写真②

写真Ⅰ

※具体的な対策の立案については、今後関係機関と協議していくものとする。

4.3 既存の道路空間を活用した渋滞対策の検討例 4. 岡山県における渋滞対策の検討
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（例3）既存の道路空間を最大限に使用した短期対策（案）

• 岡山環状道路の西側部分を構成する岡山
西バイパス上に位置し、市内中心部を迂
回する交通が集中。

• 速度低下は日中を通じて発生しており、
交差点流入速度は10～20km/h。

• 直進車両の交通容量超過

1. 渋滞の状況

2. 渋滞の要因

3. 渋滞の対策

渋滞対策[案]

・ 既存道路用地内での直進車線の増

設

交差点名称 西長瀬

主道路 国道180号

■対象主要渋滞箇所（例）

渋滞状況 渋滞状況

渋滞要因と対策案

（参考） 西長瀬交差点は岡山西バイパス上に位置し、現在は側
道部のみの供用である。長期的には本線供用・交差点
立体化により交通集中が抜本的に改善される見通し。

【渋滞要因】
主道路に沿って直進車が多いものの、
直進可能車線が1車線しか確保され
ておらず、容量を超過、渋滞が発生。

【対策】
直進車線の追加

写真Ⅱ

写真①

写真Ⅰ

※具体的な対策の立案については、今後関係機関と協議していくものとする。

4.3 既存の道路空間を活用した渋滞対策の検討例 4. 岡山県における渋滞対策の検討
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（例4）既存の道路空間を最大限に使用した短期対策(案)

• 岡山市中心部の北端に位置し、津山市方
面や山陽道岡山IC方面と市内中心部を往
来する交通が集中。

• 速度低下は日中を通じて発生しており、
交差点流入速度は10～20km/h。

• 第一通行帯（左折・直進）への交通集中

• バス停による進行阻害、横断歩行者によ
る左折車両の進行阻害

1. 渋滞の状況

2. 渋滞の要因

3. 渋滞の対策

渋滞対策[案]

・ 既存道路用地内での左折車線の増設

・ バスベイの設置

・ 通行ルート（自歩）変更の呼びかけ

交差点名称 岡大入口東

主道路 国道53号

■対象主要渋滞箇所（例）

渋滞要因と対策案

（参考） 岡大入口東交差点は岡山環状道路の内側に位置する。
このため、長期的には交通分散により、交通集中が抜
本的に改善される見通し。

渋滞状況 渋滞状況

【対策①】
左折専用車線の追加【対策②】

バスベイの設置

【渋滞要因】
流入部直前にバス停が設置。

【渋滞要因】
直進可能な車線が第一通行帯１車線のみ。
同車線では交差点横断者により左折車の
進行が阻害され、後続車含めて進行を
ブロックされることで渋滞が発生。

【対策③】
通行ルート（自歩）変更

の呼びかけ

写真Ⅱ

写真①

写真Ⅰ

※具体的な対策の立案については、今後関係機関と協議していくものとする。

4.3 既存の道路空間を活用した渋滞対策の検討例 4. 岡山県における渋滞対策の検討



（1）案内標識による交通分散検討事例（携帯ﾌﾟﾛｰﾌﾞ）

34

4.4 ビッグデータを活用した渋滞対策の検討例 4. 岡山県における渋滞対策の検討



4.4 ビッグデータを活用した渋滞対策の検討例
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（2）既存の道路ネットワークを活用した交通分散（ETC2.0）
渋滞が慢性化する国道53号の津島交差点を通過する車両の走行経路をETC2.0で分析した結果、通過する車両には

岡山ICで山陽道に乗降し、西方面と往来する車両が含まれていることを把握しました。
 チラシ等の広報や案内標識変更等による吉備SICへの転換誘導及び岡山市中心部への導入出分散が考えられま

す。

4. 岡山県における渋滞対策の検討


